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知識及び技能では、運動が「わかる」「できる」ことを目指します。以下に結果を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

結果からわかるように、運動における知識及び技能は向上していると言えます。本校では、 

全職員で連携し、系統的な指導ができるように授業改善を図ってきました。「わかる・で 

きる」喜びを感じることができるようにこれからも実践して参ります。 

 

 
学びに向かう力、人間性等では、全力でがんばることや共生、準備・片付け、安全に関

わることなどの力を高めることを目指します。以下に結果を示します。 

 

 

 

体育を通して、全力で行うことや協力することの大切さを理解することができた児童が

増えました。今後も全教育活動を通して指導して参ります。 

思考力、判断力、表現力等では、運動についての課題を捉えたり、課題を解決するため

の活動の場を選んだり、作戦を立てたり、それらを伝えることを目指します。以下に結

果を示します。 

 

 

 

自分の課題や解決方法を図や絵、文字で表すことができる児童が増えました。自分の課

題を見付け、解決していくことやそれらを伝えることは体育だけではなく、全ての教

科・領域で身に付けられるよう、今後も指導して参ります。 

研究について 

本校では、令和４・５年度埼玉県並びに上尾市から体育科における研究委嘱を受け、研究に取り

組んでおります。研究は、運動好き・体育好きの児童を育て、三つの資質・能力を高めるために、

日々の体育授業の改善を中心に行っています。１０月１７日には、研究発表会を開催いたしました。

今回は研究のまとめを掲載します。以下には、「運動好き・体育好き」の結果。右には、「三つの資

質・能力」の結果を載せます。（三つの資質・能力とは小学校で目指すべき力を表したものです。） 

埼玉県の児童は、全国と比べ「運動ができるが、運動が嫌い」という実態がありま

す。そこで本校では、「体育好き・運動好きの育成」を目指し、日々授業改善を進

めてきました。以下に結果を示します。 

      運動好き（％）            体育授業が楽しい（％） 

 

 

 

以上のように全学年で体育好き・運動好きの児童を育むことができました。あまり

好きではないと答えた児童も「前よりも好きになった」「以前よりは運動をするよ

うになった」など肯定的な意見が多くありました。体育好き・運動好きの児童を育

成することが、「生涯体育」に繋がると言われています。また、「する」だけではな

く、「みる」「支える」「知る」ことも大切です。是非ご家庭でも、テレビや実際の

スポーツ観戦をして運動を「みる」こと、スポーツの行事・大会等に参加したり、

ボランティアをしたりして運動を「支える」ことを通して、運動についての関心を

高め、運動を「知る」ことなどに繋げていただけると幸いです。 
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